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第
十
方
虹
貫
ケ
浦
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
 
 
 

昨
年
十
一
月
一
日
に
行
方
市
の
霞
ケ
浦
ふ
 
 

れ
あ
い
ラ
ン
ド
水
の
科
学
館
多
目
的
ホ
ー
ル
 
 

で
、
第
十
五
回
霞
ケ
浦
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
の
優
 
 

秀
作
品
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
霞
ケ
 
 

浦
ア
カ
デ
ミ
ー
は
設
立
趣
旨
を
踏
ま
え
絵
画
 
 

の
製
作
を
通
し
て
霞
ケ
浦
の
現
状
を
見
る
こ
 
 

と
が
環
境
保
全
意
識
の
啓
発
に
つ
な
が
る
も
 
 

の
と
し
て
 
前
回
か
ら
後
援
団
体
に
な
っ
て
お
 
 

り
、
優
秀
作
晶
に
は
N
P
O
法
人
霞
ケ
浦
ア
カ
 
 

デ
ミ
ー
賞
を
贈
っ
て
い
ま
す
。
 
 

今
回
は
沿
岸
や
流
域
の
各
小
中
学
校
か
ら
 
 

総
数
約
千
七
百
点
に
も
お
よ
ぶ
霞
ケ
浦
を
題
 
 

材
と
し
た
作
品
が
寄
せ
ら
れ
、
十
月
一
日
か
 
 

ら
十
一
月
十
五
日
ま
で
全
作
品
が
水
の
科
学
 
 

館
内
な
ど
に
展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
 
 
 

当
日
は
秋
晴
れ
の
下
、
選
ば
れ
た
八
十
人
 
 

の
受
賞
者
と
父
兄
が
出
席
す
る
な
か
で
、
行
 
 

方
市
、
国
土
交
通
省
霞
ケ
浦
河
川
事
務
所
、
 
 

茨
城
県
霞
ケ
浦
環
境
科
学
セ
ン
タ
ー
、
当
ア
 
 

カ
デ
ミ
ー
な
ど
十
一
の
団
体
等
か
ら
小
学
生
 
 

は
各
学
年
、
中
学
生
は
三
学
年
合
同
で
選
ば
 
 

れ
た
優
秀
作
品
に
そ
れ
ぞ
れ
の
表
彰
状
と
記
 
 

念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
当
ア
カ
デ
ミ
ー
で
 
 

は
荒
井
理
事
長
が
出
席
し
て
次
の
七
人
に
直
 
 

接
賞
状
等
を
手
渡
し
て
い
ま
す
。
 
 

【
小
学
生
の
部
】
 
 

○
鬼
澤
裕
介
（
石
岡
市
立
高
浜
小
学
校
一
 
 

年
）
○
大
野
喬
士
（
行
方
市
立
津
澄
小
学
校
 
 

二
年
）
 
○
久
保
田
泰
成
（
行
方
市
立
大
和
第
 
 

二
小
学
校
三
年
）
○
成
島
由
依
（
行
方
市
立
 
 

玉
造
小
学
校
四
年
）
○
高
須
よ
人
（
行
方
市
 
 

立
玉
造
小
学
校
五
年
）
○
小
松
崎
玲
那
（
行
 
 

方
市
立
羽
生
小
学
校
六
年
）
 
 

【
中
学
生
の
部
】
 
 

田
所
優
香
（
行
方
市
立
北
浦
中
学
校
）
 
 

（
以
上
敬
称
略
）
 
 

b
昏
5
コ
聖
篭
叫
 
 
 

・
霞
ケ
浦
情
報
 
 
 

・
海
夫
た
ち
の
霞
ケ
浦
（
1
）
 
 
 

・
コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
っ
て
な
ん
だ
っ
た
の
？
 
 
 

・
霞
ケ
浦
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
 
 
 

・
K
フ
ェ
ス
タ
開
催
！
 
 

打
…
、
山
ヘ
リ
‥
 
駅
、
花
木
 

【
霞
ケ
浦
情
報
】
 
 
 

ワ
カ
サ
ギ
釣
り
で
賑
わ
っ
た
湖
岸
 
 
 

霞
ケ
浦
の
リ
カ
サ
ギ
釣
り
は
秋
 
 

ご
ろ
か
ら
流
入
河
川
下
流
域
で
 
 

盛
ん
で
あ
る
が
、
こ
と
し
は
様
子
 
 

が
違
う
。
湖
岸
に
多
く
の
釣
師
が
 
 

リ
カ
サ
ギ
釣
り
を
楽
し
ん
だ
。
例
 
 

年
よ
り
や
や
早
め
の
九
月
初
旬
か
 
 

ら
始
ま
り
暮
れ
ま
で
持
続
し
た
。
 
 

釣
果
は
初
期
に
一
日
一
〇
〇
～
会
○
 
 

尾
、
十
二
月
に
も
な
お
8
～
一
〇
〇
 
 

尾
と
好
調
で
あ
っ
た
。
サ
イ
ズ
 
 

も
、
二
 
月
に
全
長
1
0
～
1
2
C
m
 
 

と
大
型
で
肥
満
度
も
高
く
品
質
 
 

も
よ
か
っ
た
。
釣
場
は
湖
岸
一
帯
 
 

で
あ
っ
た
が
、
特
に
霞
ケ
浦
大
橋
 
 

か
ら
上
流
八
木
蒔
付
近
の
行
方
 
 

側
湖
岸
が
多
か
っ
た
。
 
 
 

ワ
カ
サ
ギ
釣
り
が
例
年
に
な
く
 
 

活
発
と
な
っ
た
理
由
は
っ
カ
サ
ギ
 
 

資
源
が
豊
漁
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
 
 

る
が
、
ト
ロ
ー
ル
漁
業
で
も
連
日
 
 

豊
漁
が
続
い
た
。
定
置
網
で
も
一
N
 
 

月
上
旬
に
な
お
5
k
g
＼
網
と
稀
に
 
 

見
る
状
態
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
 
 
 

セ
ン
タ
ー
、
ど
き
ど
き
 
 

フ
ァ
ー
ム
等
の
店
頭
に
は
、
佃
煮
、
 
 

煮
干
し
の
他
に
焼
き
っ
カ
サ
ギ
が
 
 

並
ん
だ
。
霞
ケ
浦
の
リ
カ
サ
ギ
は
、
 
 

他
の
産
地
に
比
較
し
て
味
、
香
 
 

り
、
食
感
が
断
然
す
ぐ
れ
て
い
 
 

て
、
し
か
も
骨
が
や
わ
ら
か
い
の
 
 

で
消
費
者
に
と
っ
て
は
あ
り
が
た
 
 

＼
 
0
 
 

し
 
 

反
映
し
て
商
店
、
道
の
 
 

」   



網
野
善
彦
の
古
文
書
探
訪
 
 
 

海
夫
を
発
見
し
た
の
は
歴
史
学
者
網
野
善
彦
で
あ
る
。
N
N
 
 

歳
の
彼
は
ー
¢
ひ
○
年
水
産
庁
東
海
区
水
産
研
究
所
 
（
現
中
央
 
 

水
産
研
究
所
）
 
に
入
所
し
、
漁
業
制
度
改
革
を
目
的
と
す
る
 
 

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
 
「
漁
業
制
度
史
研
究
」
 
に
加
わ
る
。
網
 
 

野
は
、
漁
業
に
関
す
る
古
文
書
収
集
の
た
め
に
全
国
の
漁
村
 
 

を
訪
ね
て
あ
る
く
こ
と
に
な
る
が
、
－
誤
－
年
か
ら
4
回
に
わ
 
 

た
っ
て
霞
ケ
浦
北
浦
の
調
査
を
行
っ
て
い
る
。
－
父
ご
年
の
 
 

は
じ
め
に
 
 
 

霞
ケ
浦
は
、
だ
れ
の
も
の
か
と
聞
か
れ
れ
ば
私
は
海
夫
た
 
 

ち
の
も
の
で
あ
る
と
答
え
た
い
。
こ
の
広
報
誌
「
海
夫
通
信
」
 
 

の
発
行
に
あ
た
っ
て
、
ま
ず
は
、
な
ぜ
 
「
海
夫
」
な
の
か
を
 
 

お
話
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
海
夫
は
、
か
つ
て
霞
 
 

ケ
浦
で
漁
業
を
営
み
、
航
海
技
術
を
駆
使
し
人
や
物
資
の
輸
 
 

送
に
携
わ
っ
た
海
民
を
さ
す
。
海
夫
に
よ
っ
て
築
か
れ
村
は
 
 

「
津
」
と
呼
ば
れ
た
。
わ
た
し
た
ち
「
霞
ケ
浦
ア
カ
デ
ミ
1
」
 
 

の
活
動
の
究
極
の
目
標
は
、
豊
か
な
生
態
系
と
そ
れ
に
依
拠
 
 

し
た
営
み
を
再
生
し
、
人
々
が
豊
か
だ
と
感
じ
る
こ
と
の
で
 
 

き
る
地
域
社
会
を
実
現
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
目
的
を
達
 
 

成
す
る
た
め
に
は
海
夫
と
海
夫
に
よ
っ
て
築
か
れ
た
 
「
海
洋
 
 

自
由
都
市
」
 
に
つ
い
て
知
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
な
く
て
は
な
 
 

ら
な
い
。
 
 

薄
・
鼻
八
た
ナ
り
の
宙
軋
ケ
浦
 
（
1
）
 
 

海
夫
の
発
見
 
 

甲
斐
 
博
 
 

網
野
史
学
の
船
出
 
 
 

こ
れ
ら
の
調
査
は
、
霞
ケ
浦
北
浦
の
歴
史
は
当
然
の
こ
と
 
 

と
し
て
、
日
本
史
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
を
ひ
き
起
こ
し
た
 
 

網
野
史
学
の
原
点
と
な
る
。
交
通
機
関
の
発
達
が
十
分
で
な
 
 

か
っ
た
こ
の
頃
で
あ
る
か
ら
バ
ス
を
乗
り
継
ぎ
、
自
転
車
を
 
 

か
り
、
あ
る
い
は
舟
に
乗
せ
て
も
ら
い
な
が
ら
文
書
を
借
用
 
 

す
る
。
ま
た
、
あ
る
場
合
に
は
同
家
に
泊
め
て
も
ら
い
懇
談
 
 

す
る
。
大
徳
網
の
操
業
に
接
し
、
夜
間
に
操
業
さ
れ
て
い
た
 
 

帆
引
船
に
同
乗
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
網
野
は
文
 
 

書
を
収
集
す
る
だ
け
で
は
な
く
海
夫
の
末
裔
た
ち
と
の
語
ら
 
 

い
、
彼
ら
の
営
み
、
生
活
習
慣
や
文
化
社
会
に
接
し
多
く
を
 
 

学
ん
で
い
っ
た
。
勿
論
霞
ケ
浦
以
外
の
漁
村
で
も
同
じ
よ
う
 
 

な
体
験
を
し
て
い
る
が
霞
ケ
浦
で
の
体
験
が
、
若
き
網
野
に
 
 

決
定
的
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
こ
う
 
 

し
て
網
野
は
、
社
会
の
底
辺
か
ら
社
会
現
象
を
解
析
し
、
そ
 
 

の
構
造
を
解
明
し
て
い
く
網
野
史
学
の
手
法
左
確
立
し
て
い
 
 

○
 
く
 
 

月
、
0
0
月
、
－
N
月
、
翌
－
¢
ひ
N
年
0
0
月
に
一
回
A
～
の
口
を
 
 

要
す
る
調
査
で
、
新
治
、
行
方
、
稲
敷
と
湖
岸
を
周
っ
た
。
 
 

さ
ら
に
同
僚
が
水
戸
、
波
埼
、
那
珂
湊
ま
で
足
を
伸
ば
し
ヨ
 
 

件
の
古
文
書
を
収
集
す
る
。
こ
の
調
査
で
網
野
野
に
同
行
し
 
 

調
査
を
助
け
た
の
は
当
時
茨
城
県
水
産
振
興
場
調
査
研
究
課
 
 

の
技
師
で
あ
っ
た
加
瀬
林
成
夫
で
あ
る
。
徒
歩
で
湖
岸
を
歩
 
 

き
な
が
ら
四
足
門
の
比
較
的
大
き
な
旧
家
の
門
を
叩
い
て
古
 
 

文
書
を
捜
し
歩
い
た
と
い
う
。
常
陽
新
聞
社
は
昭
和
N
の
牛
の
 
 

月
N
N
目
付
で
こ
の
こ
と
を
「
昔
の
霞
ケ
浦
漁
業
」
調
査
と
い
 
 

う
見
出
し
で
報
道
し
て
い
る
。
 
 

海
夫
の
発
見
 
 
 

網
野
は
ま
ず
、
「
霞
ケ
浦
四
十
八
津
」
の
存
在
を
知
る
。
江
 
 
 

お
と
わ
か
わ
 
 

戸
時
代
に
水
戸
藩
直
轄
漁
場
 
「
玉
里
御
留
川
」
 
を
管
理
し
て
 
 
 

い
た
の
は
新
治
郡
玉
里
村
下
玉
里
の
鈴
木
源
太
左
衛
門
家
の
 
 

先
祖
で
あ
る
が
、
同
家
所
有
の
古
文
書
の
中
に
、
霞
ケ
浦
全
 
 

域
を
入
会
と
し
て
自
主
的
に
管
理
運
営
す
る
自
治
的
組
織
 
 

「
霞
ケ
浦
四
十
八
津
」
 
を
見
出
し
、
つ
づ
い
て
 
「
北
浦
四
十
 
 

四
す
津
」
の
存
在
を
確
認
し
て
い
く
。
こ
れ
ら
の
成
果
は
一
芸
の
 
 

年
の
 
「
歴
史
研
究
」
 
に
 
「
霞
ケ
浦
四
十
八
津
と
御
留
川
」
 
と
 
 

し
て
発
表
さ
れ
、
後
年
の
大
著
 
「
日
本
中
世
の
非
農
民
と
天
 
 

皇
．
岩
波
書
店
」
慧
き
 
に
収
録
さ
れ
る
。
こ
の
段
階
で
霞
 
 

ケ
浦
北
浦
を
中
心
と
す
る
広
大
な
水
域
を
入
会
と
し
て
自
主
 
 

的
に
管
理
運
営
す
る
漁
業
者
の
強
大
な
組
織
が
あ
っ
た
こ
と
 
 

が
明
ら
か
に
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
ま
だ
、
海
夫
士
小
で
に
は
 
 

到
達
し
て
い
な
か
っ
た
。
網
野
は
、
さ
ら
に
収
集
の
整
理
解
 
 

読
を
続
け
「
香
取
大
禰
宣
家
文
書
」
の
中
に
応
安
」
年
、
－
当
A
 
 

年
の
常
陸
・
下
総
の
海
夫
注
文
に
た
ど
り
着
く
。
海
夫
の
発
 
 

見
で
あ
っ
た
。
 
 
 

2  



で
大
き
な
部
位
を
占
め
る
と
さ
れ
、
そ
の
内
訳
は
リ
 
 

ン
の
二
〇
％
、
C
O
D
の
一
〇
％
と
さ
れ
て
き
た
。
 
 

し
か
し
、
養
殖
が
休
止
と
な
っ
た
二
〇
〇
四
年
以
降
 
 

に
や
 
ア
オ
コ
の
大
量
発
生
、
リ
ン
、
C
O
D
の
上
 
 

昇
が
あ
り
、
霞
ケ
浦
の
水
質
は
な
ん
ら
改
善
し
て
い
 
 

。
 
 
 

鯉
養
殖
が
本
当
に
霞
ケ
浦
汚
濁
の
主
要
要
因
だ
っ
 
 

た
の
か
は
疑
問
を
挟
む
余
地
が
残
る
が
、
今
回
は
『
持
 
 

続
的
養
殖
生
産
確
保
法
』
か
ら
K
貴
く
に
つ
い
て
考
 
 

察
し
た
い
。
 
 
 

マ
ス
類
の
、
同
じ
く
ウ
イ
ル
ス
性
疫
病
で
あ
る
伝
 
 

染
性
陣
臓
壊
死
病
 
（
I
P
N
）
や
伝
染
成
造
血
器
壊
 
 

死
病
 
（
I
H
N
）
 
は
昭
和
四
十
年
代
に
国
内
で
発
生
 
 

コイヘルペスってなんだったの？㊤   

コイヘルペスウイルス病とは？  

甲斐 博   

今
と
な
っ
て
は
人
々
の
記
 
 

憶
の
彼
方
に
あ
る
と
思
わ
れ
 
 

る
が
、
t
一
〇
〇
三
年
十
一
月
、
 
 

K
H
V
 
（
コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
 
 

イ
ル
ス
病
）
 
の
日
本
初
の
発
 
 

生
が
霞
ケ
浦
で
確
認
さ
れ
た
。
 
 
 

K
H
V
は
持
続
的
養
殖
生
 
 

産
法
に
よ
っ
て
『
特
定
疫
病
』
 
 

に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
病
気
 
 

の
蔓
延
を
防
ぐ
目
的
で
、
霞
 
 

ケ
浦
北
浦
の
網
生
賛
で
生
残
 
 

し
て
い
た
鯉
は
2
，
4
6
7
 
 

ト
ン
殺
処
分
さ
れ
、
そ
の
結
 
 

果
霞
ケ
浦
の
養
殖
は
休
止
に
 
 

追
い
込
ま
れ
た
。
 
 
 

そ
れ
ま
で
鯉
の
網
生
筆
養
 
 

殖
は
、
霞
ケ
浦
の
汚
濁
要
因
 
 

し
、
K
H
V
と
同
様
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
予
 
 

実
際
、
こ
の
疫
病
の
発
生
に
よ
り
将
来
を
悲
観
し
た
 
 

養
殖
業
者
 
（
茨
城
県
高
萩
市
）
 
の
自
殺
も
起
こ
つ
た
 
 

程
で
あ
る
。
 
 
 

こ
れ
ら
の
疫
病
は
国
外
か
ら
発
眼
卵
の
移
入
に
伴
 
 

っ
て
国
内
に
入
り
込
ん
だ
も
の
で
あ
り
、
発
生
が
確
 
 

認
さ
れ
た
段
階
で
は
既
に
全
国
に
蔓
延
し
た
後
だ
っ
 
 

た
た
め
、
対
応
が
後
手
後
手
に
回
っ
て
し
ま
っ
た
。
 
 

『
持
続
的
養
殖
生
産
確
保
法
』
で
は
こ
れ
ら
の
反
省
 
 

を
踏
ま
え
、
国
外
か
ら
の
疫
病
の
侵
入
を
防
ぐ
事
を
 
 

ね
ら
い
と
し
て
『
特
定
疫
病
』
を
定
め
た
。
『
持
続
的
 
 

養
殖
生
産
確
保
法
』
に
お
い
て
『
特
定
疫
病
』
と
は
、
 
 

国
内
に
お
け
る
発
生
が
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、
又
は
 
 

国
内
の
一
部
の
み
に
発
生
し
て
い
る
養
殖
水
産
動
植
 
 

物
の
伝
染
性
疫
病
で
あ
り
、
蔓
延
し
た
場
合
に
養
殖
 
 

動
植
物
に
重
大
な
損
害
を
与
え
る
お
そ
れ
の
あ
る
も
 
 

の
と
さ
れ
て
い
る
。
 
 
 

そ
の
『
特
定
疫
病
』
を
定
め
る
『
持
続
的
養
殖
生
 
 

産
確
保
法
』
が
制
定
さ
れ
た
目
的
だ
が
、
『
水
産
法
解
 
 

説
集
‥
P
－
∽
の
監
よ
り
、
『
国
内
防
疫
制
度
の
法
的
枠
 
 

組
み
が
な
け
れ
ば
、
万
が
「
 
わ
が
国
未
侵
入
の
疫
 
 

病
が
発
生
し
た
場
合
、
疫
病
侵
入
の
確
認
さ
え
難
し
 
 

く
、
さ
ら
に
、
国
内
伝
播
を
防
止
す
る
こ
と
が
困
難
 
 

で
あ
り
、
疫
病
の
侵
入
を
確
認
で
き
る
の
は
国
内
で
 
 

相
当
程
度
疫
病
が
広
が
っ
た
段
階
と
な
り
か
ね
ず
、
 
 

そ
の
時
点
で
は
侵
入
し
た
疫
病
を
根
絶
や
し
に
す
る
 
 

に
は
手
遅
れ
に
な
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
か
ら
、
侵
 
 

入
初
期
の
段
階
か
ら
こ
れ
を
把
握
し
、
蔓
延
防
止
を
 
 

図
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
』
と
な
 
 

っ
て
い
る
。
 
 
 

日
本
の
食
用
鯉
の
半
数
を
生
産
す
る
霞
ケ
浦
は
、
 
 

本
来
な
ら
ば
真
っ
先
に
『
持
続
的
養
殖
生
産
確
保
法
』
 
 

に
よ
っ
て
守
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
所
で
あ
る
。
 
 

し
か
し
K
H
V
 

十
日
に
『
特
定
疾
患
』
に
定
め
ら
れ
る
よ
り
前
の
二
 
 

〇
〇
三
年
五
月
に
は
既
に
、
岡
山
県
の
児
島
湖
等
で
 
 

K
貴
く
が
発
生
し
て
い
た
こ
と
が
後
追
い
で
判
明
し
 
 

て
い
る
。
そ
れ
か
ら
の
流
れ
は
冒
頭
で
述
べ
た
通
り
、
 
 

実
際
の
K
H
V
発
生
か
ら
六
カ
月
後
と
な
る
二
〇
〇
 
 

三
年
十
一
月
、
霞
ケ
浦
で
日
本
初
の
K
H
V
発
生
が
 
 

確
認
さ
れ
た
。
そ
し
て
二
〇
〇
五
年
に
は
、
日
本
の
 
 

四
十
七
都
道
府
県
全
域
で
の
発
生
が
確
認
さ
れ
る
事
 
 

態
と
な
っ
た
。
 
 
 

こ
の
よ
う
に
、
『
持
続
的
養
殖
生
産
確
保
法
』
は
結
 
 

局
、
水
際
で
の
疫
病
の
発
生
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ず
、
 
 

K
H
V
は
天
然
水
域
を
問
わ
ず
に
ど
こ
で
発
生
し
て
 
 

も
お
か
し
く
な
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。
 
 
 

茨
城
県
の
那
珂
川
で
は
、
栃
木
県
の
支
流
で
へ
い
 
 

死
魚
の
検
査
か
ら
K
H
V
の
発
生
が
確
認
さ
れ
、
同
 
 

時
に
、
本
流
で
『
生
き
て
い
た
』
鯉
か
ら
の
検
査
で
 
 

も
K
H
V
が
確
認
さ
れ
た
。
こ
の
事
か
ら
、
天
然
水
 
 

域
で
は
着
実
に
K
H
V
耐
性
魚
の
生
息
が
進
ん
で
い
 
 

る
も
の
と
予
測
さ
れ
る
。
 
 
 

こ
の
よ
う
に
、
既
に
K
H
V
は
天
然
水
域
に
定
着
 
 

し
て
し
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
農
林
水
産
省
で
 
 

は
『
天
然
河
川
の
数
％
に
し
か
発
生
し
て
お
ら
ず
蔓
 
 

延
し
て
い
な
い
』
と
し
、
『
さ
ら
に
K
H
V
を
防
ぐ
必
 
 

要
が
あ
る
』
と
し
て
対
策
に
無
駄
な
労
力
を
費
や
し
 
 

て
い
る
。
 
 
 



食
用
鯉
の
養
殖
は
、
殆
ど
が
天
然
水
域
で
行
わ
れ
 
 

て
お
り
、
常
に
K
H
V
の
発
生
と
隣
り
合
わ
せ
で
あ
 
 

る
。
養
殖
池
に
お
い
て
K
H
V
が
発
生
し
て
蔓
延
防
 
 

止
措
置
を
講
じ
た
と
し
て
も
、
そ
の
他
水
は
天
然
水
 
 

域
に
排
出
さ
れ
て
お
り
、
全
水
域
か
ら
の
K
H
V
駆
 
 

逐
に
関
し
て
は
実
効
を
発
揮
し
て
い
な
い
の
が
現
状
 
 

だ
。
今
ま
で
の
調
査
結
果
か
ら
判
断
し
て
、
天
然
水
 
 

域
か
ら
K
H
V
を
駆
逐
す
る
に
は
、
日
本
の
河
川
湖
 
 

か
ら
淡
水
を
全
て
取
り
・
除
く
と
い
う
馬
鹿
げ
た
事
に
 
 

な
る
以
外
に
方
法
は
無
い
。
 
 
 

こ
の
よ
う
な
状
況
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
未
 
 

だ
に
『
K
H
V
は
特
定
疫
病
で
あ
る
か
ら
蔓
延
防
止
 
 

を
図
る
必
要
が
あ
る
』
と
さ
れ
、
そ
の
た
め
に
無
意
 
 

味
な
鯉
の
殺
処
分
が
繰
り
返
さ
れ
て
き
て
い
る
。
結
 
 

果
、
K
H
V
に
雁
患
し
て
生
き
残
っ
た
戸
出
七
耐
性
 
 

を
有
す
る
『
強
い
』
鯉
ま
で
も
無
意
味
に
殺
処
分
し
 
 

て
い
る
の
が
実
状
だ
。
 
 
 

現
在
、
マ
ス
類
の
養
殖
は
、
I
P
N
、
I
H
N
に
 
 

雁
患
し
な
が
ら
も
生
残
し
、
疫
病
に
対
し
て
耐
性
を
 
 

有
す
る
個
体
群
を
用
い
て
行
わ
れ
て
い
る
の
が
現
状
 
 

で
あ
り
、
鯉
に
つ
い
て
も
同
様
な
措
置
を
と
る
時
期
 
 

に
来
て
い
る
へ
）
 
具
体
的
に
は
、
K
H
V
に
篠
患
し
て
 
 

も
死
な
な
い
鯉
の
作
出
だ
。
K
H
V
は
鯉
か
ら
人
に
 
 

感
染
せ
ず
、
た
だ
鯉
か
ら
鯉
へ
の
感
染
と
集
団
死
滅
 
 

が
問
題
で
あ
る
の
で
、
そ
う
す
る
事
で
K
H
V
は
解
 
 

決
す
る
筈
で
あ
る
。
だ
が
、
未
だ
い
た
ず
ら
に
殺
処
 
 

分
を
続
け
る
『
持
続
的
養
殖
生
産
確
保
法
』
の
対
応
 
 

は
、
愚
行
と
い
う
他
に
な
い
。
 
 
 

二
〇
〇
五
年
か
ら
K
H
V
の
発
生
は
錦
鯉
中
心
と
 
 

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
販
売
 
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
 
 

販
売
等
）
 
や
移
動
に
よ
っ
て
発
生
し
た
も
の
だ
。
二
 
 

〇
〇
六
年
五
・
六
月
、
中
越
地
震
に
よ
り
錦
鯉
親
に
 
 

不
足
が
生
じ
た
た
め
、
親
の
貸
し
借
り
に
よ
っ
て
新
 
 

潟
県
小
地
谷
、
長
岡
地
区
で
K
H
V
が
大
発
生
し
た
。
 
 

そ
の
後
の
発
生
は
、
購
入
し
た
錦
鯉
か
ら
の
発
生
や
、
 
 

新
た
な
鯉
を
入
れ
て
い
な
い
個
人
池
で
の
発
生
が
主
 
 

と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
他
、
二
〇
〇
七
年
七
月
二
十
 
 

八
・
二
十
九
日
に
福
島
県
猪
苗
代
町
に
お
い
て
福
島
 
 

県
錦
鯉
生
産
組
合
が
主
催
し
た
展
示
即
売
会
に
お
い
 
 

て
戸
口
く
が
発
生
し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
 
 
 

二
〇
〇
三
年
十
一
月
に
霞
ケ
浦
で
K
H
V
が
発
生
 
 

し
た
と
き
、
全
日
本
錦
鯉
振
興
会
で
は
 
「
K
H
V
は
 
 

黒
鯉
 
（
食
用
鯉
）
 
の
問
題
で
あ
っ
て
、
錦
鯉
に
は
発
 
 

生
し
て
い
な
い
。
黒
鯉
に
よ
っ
て
多
大
な
迷
惑
を
被
 
 

っ
て
い
る
。
」
と
言
っ
て
き
て
い
る
。
し
か
し
、
鯉
を
 
 

親
と
し
て
用
い
る
の
は
、
通
常
三
歳
魚
以
上
で
、
逆
 
 

算
す
れ
ば
、
最
も
若
い
錦
鯉
が
二
〇
〇
三
年
五
月
生
 
 

ま
れ
と
な
る
。
K
H
V
が
霞
ケ
浦
で
確
認
さ
れ
た
の
 
 

が
二
〇
〇
三
年
十
一
月
で
、
そ
れ
以
降
の
黒
鯉
と
錦
 
 

鯉
の
接
触
は
ま
ず
無
い
と
考
え
ら
れ
る
の
に
、
『
親
 
 

鯉
』
を
移
動
さ
せ
る
と
何
故
K
H
V
が
発
生
す
る
の
 
 

か
疑
問
で
あ
る
。
 
 
 

こ
の
こ
と
か
ら
、
K
H
V
対
策
を
進
め
る
に
は
、
 
 

K
H
V
発
生
原
因
と
な
っ
た
鯉
の
年
齢
と
そ
の
感
染
 
 

時
期
を
解
明
し
な
け
れ
ば
、
対
策
と
は
な
り
得
な
い
 
 

の
で
あ
る
。
 
 
 

K
H
V
発
生
を
取
り
巻
く
一
連
の
状
況
の
中
で
、
 
 

農
林
水
産
省
が
推
し
進
め
る
K
ヨ
「
の
蔓
延
防
止
対
 
 

策
は
、
功
を
奏
し
て
い
な
い
ど
こ
ろ
か
、
鯉
養
殖
業
 
 

諸
を
廃
業
に
追
い
込
ん
で
お
り
、
『
持
続
的
養
殖
生
適
 
 

確
保
法
』
か
ら
『
持
続
的
養
殖
生
産
廃
止
法
』
と
名
 
 

称
変
更
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

K
H
V
の
発
生
に
よ
り
霞
ケ
浦
か
ら
の
食
用
鯉
の
 
 

供
給
が
止
ま
っ
た
為
、
鯉
は
中
国
か
ら
輸
入
さ
れ
て
 
 

い
る
。
ま
た
、
国
内
の
あ
る
養
殖
業
者
は
、
「
霞
ケ
浦
 
 

が
鯉
養
殖
を
再
開
し
て
は
太
刀
打
ち
で
き
な
い
か
ら
、
 
 

只
巧
く
を
『
特
定
疾
患
』
か
ら
外
す
べ
き
で
は
な
い
」
 
 

と
ま
で
言
う
。
 
 
 

農
林
水
産
省
は
、
『
持
続
的
養
殖
生
産
確
保
法
』
の
 
 

趣
旨
に
立
ち
返
り
、
K
H
V
の
対
策
を
再
考
す
る
必
 
 

要
が
あ
る
。
 
 

第十五回霞ヶ浦絵画コンクールアカデミー賞  

中学校の部 田所優香さんの作品  

り   



開催日  川 回数   タイトル   講師名   

08．11．19  第1回   目で見る霞ヶ浦現代史   大久保 祐司   

08．12．21  第2回   霞ヶ浦水資源開発史   
木村 陽一   

09・1・18  第3回   続霞ヶ浦水資源開発史   木村 陽一   

09・2・18  第4回   江戸時代霞ヶ浦湖岸に移住した人々   野原 小右二   

09・3・15  第5回   飢えと米   野口 淳夫   

09．4．19     第6回   アジアからみた世界の環境教育   原田 泰   

09．5．17  第7回   霞ヶ浦ナマズ雑話   外岡 健夫   

09・6・21  第8回   康行地区の水辺の観光今昔   高埜 栄治  

第9回   大人と子供の知恵比べ   神林 賓  

一霞ヶ浦湖岸模型つくり裏話一   

09．8．16  第10回  大日塚古墳（沖洲）の石材はどう運ばれてきたのか   海老澤 幸雄   

09．9．20  第11回  霞ヶ浦の魚社会の歴史   

一魚類相の変遷とその原因－   
09．10．18  第12回  魚たちの霞ヶ浦水質史   岩崎 順   

09．11．15  第13回  霞ヶ浦水資源開発史 3   木村 陽一  

一鉾田地区開発と山口武秀一   

09・12．20  第14回  霞ヶ浦報道をめぐって  岩波 嶺雄   

【
霞
ケ
浦
ア
カ
デ
ミ
ー
定
期
連
続
講
座
の
概
要
】
 
 
 

平
成
二
〇
年
十
∵
月
か
ら
毎
月
第
三
日
曜
日
に
行
っ
て
 
 

き
た
「
定
期
連
続
講
座
」
は
昨
年
ま
で
で
第
十
四
回
と
な
っ
 
 

た
。
「
目
で
見
る
霞
ケ
浦
現
代
史
」
 
か
ら
始
ま
り
、
歴
史
や
 
 
 

）
 
 

環
境
、
科
学
な
ど
嘩
広
い
分
野
で
行
っ
て
い
る
。
先
月
は
 
 

「
霞
ケ
浦
報
道
を
め
ぐ
つ
て
」
と
題
し
て
ト
リ
ハ
ロ
メ
タ
 
 

ン
な
ど
霞
ケ
浦
問
題
に
つ
い
て
お
請
い
た
だ
い
た
。
私
た
 
 

ち
が
知
ら
ず
に
い
た
雲
ケ
浦
に
つ
い
て
の
知
識
を
こ
れ
 
 

か
L
．
ノ
も
紹
介
し
て
い
け
る
場
に
し
て
 
 

い
言
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
ま
た
、
当
 
 

日
こ
ら
れ
な
か
っ
た
方
の
た
め
に
講
 
 

唾
に
つ
い
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
の
 
 

準
備
を
進
め
て
い
る
。
ま
だ
掲
載
に
は
 
 

い
た
っ
て
い
な
い
が
、
で
き
る
だ
け
早
 
 

く
見
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
い
。
ぜ
ひ
毎
 
 

日
‥
第
三
日
曜
日
の
午
後
一
時
半
よ
り
、
 
 

≠
・
山
科
学
館
多
目
的
ホ
ー
ル
に
足
を
 
 

渾
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。
 
 

海
夫
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
御
利
用
く
だ
さ
い
！
 
 

『
海
夫
通
信
』
 
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
 
 

ジ
よ
り
ご
ら
ん
頂
け
ま
す
。
御
不
明
な
点
が
あ
れ
ば
 
 

霞
ケ
浦
ア
カ
デ
ミ
ー
事
務
局
ま
で
。
 
 
 

【
編
集
］
霞
ケ
浦
ア
カ
デ
ミ
ー
事
務
局
 
 

【
会
員
募
集
】
 
 

会
員
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
！
 
 

1
，
0
0
0
円
 
 

入
会
金
 
 

3
．
〇
〇
〇
円
 
 

年
会
費
 
 

賛
助
会
員
 
1
0
，
0
0
0
円
 
（
一
口
）
 
 

【
入
会
方
法
】
 
 

氏
名
、
住
所
、
連
絡
先
、
会
員
の
種
類
を
御
記
 
 

入
の
う
え
下
記
の
宛
先
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。
 
 

〒
∽
－
－
・
∽
仙
岩
ひ
 
 
茨
城
県
行
方
市
浜
∽
、
岩
・
－
 
 

■
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
と
は
登
録
し
た
方
が
同
時
に
 
 

電
子
メ
ー
ル
を
受
け
取
る
方
式
で
す
。
 
 

・
登
録
す
る
と
メ
ー
ル
の
受
信
・
送
信
が
で
き
ま
す
 
 

・
霞
ケ
浦
ア
カ
デ
ミ
ー
の
情
報
を
お
知
ら
せ
す
る
だ
 
 

け
で
は
な
く
、
意
見
交
換
の
場
に
な
り
ま
す
ハ
 

御
希
望
の
方
は
、
以
下
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
 
 
 

ス
よ
り
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
登
録
希
望
と
連
絡
 
 

く
だ
さ
い
。
 
 

h
t
t
p
‥
＼
詩
・
a
C
a
d
e
m
y
．
s
a
k
u
r
a
．
n
e
J
p
 
 

匪
」
挺
 
 

＼・r  ＼＼－  
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■■■日暮■  
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2月11日（♯）－28日（日）  

■食■■（■暮柵中）   

小■三■■ケ■■暮■   
■ヶ■★十■化アイデア・姓●■   

■ケ■タt■1■  
2月27日（土）－28日（8）  
■虹の書●■タt■1■■  
2月27日（土）  

■●■tさ暮しみ食■   

十大もちつ●大儀   

＋夫■・＋夫コンサート  

●■フ1スタ■川●■  2月28日【日）  

■●■公■■■ ■ケ■生書■アカデミー  
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■ケ■イメージソング♪r書抜いつもモばに」コンサート  
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■七暮肘■■  
r■なたのKはな一に？」量■●加t夫側■■   
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市
 
 

方
連
 
 

行
玉
 
 

中
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